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『中央公論』1986年の用語一……
大学一般教育におげる「文学」　「言語学」・
北海道におげる共通語使用意識
　　一富良野・札幌言語調査から一　……・・……
インドネシア語の定名詞句と不定名詞句
　　一日本語との比較を通して観た一　…
「日本語研究文献目録・雑誌編」にみる
　　　国語研究の動向・………
シンポジウム・これからの日本語研究
・・ﾎ井　久雄一　1
・島村　直己・・4i
・・癌V　正夫・・95
・正保　　勇…131
聾山崎　　　 言成・一169
　　　　　・・205
刊行のことば
　『研究報告集』は、国立国語研究所において、研究員等がそれ
ぞれの研究段階で行った基礎的研究や付随的研究、また研究方法
に関する実験的調査、結果を確認するための検証調査等について
の小報告をまとめて公にするものです。
　今回は、5編の論文と、シンポジウムの記録1編とをもってそ
の第11集とし、ここに刊行することにしました。
　国語研究に寄与することができ、また教示、批判が得られれば
幸いです。
平成2年2月
LEI立引翻続所長・野元菊雄
『学究報告集2収録論文一覧
第1集
　「も」によるとりたて形の記述的研究　　高橋太郎
　雑誌九十種資料の漢語表記　　宮島達夫・高木　翠
　談話行動の実験社会言語学的研究一霞標と資料取集方法について一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江］II清
　身ぶりの記述について　　江規　溝
　身振りを記録する一一一「変位！の記録試案一　　杉戸清樹
　談話行動の計画的研究について　　米田正人
　表現法の調査方法について　　佐藤亮一・真田億治・沢木幹栄
　明治初期東京人の階層と語種との関係
　　一一『安愚楽鍋』を中心として一一　　飛田良文
第2藥
　意味分野と語種　　富鵬達夫
　日本語の機能動詞衷現をめぐって　　村木新次郎
　談謡行動の総合テクストについて　　南　不1男・江川　清・米曙正人・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉戸溝樹
　文章朗読における調音上の特微について　　高田正治
　幼児の使用語と語の意味の理解
　　一一満2歳当目の一田調査から一　　大久保　愛
　語の意味発達一最近の研究動向から一　　岩憩純一
　談話における「はい」と「ええ」の機能　　日向茂男
　音韻における田本語：五母音体系　　石井久雄
：第3；築
　コ・ソ・アの捲添領域にr）いて　　高橋太郎・鈴本美都代
　叙法副詞の意味と機能一その記述方法を求めて一一　　工藤　浩
私生児を意味する方言めこと　　渡辺友左
擾音の実験音声学的研究　　高田正治
新聞の漢字含有率の変遷一明治・大正・昭禰を通じて一　　梶原滉太郎
就学前幼児の語彙一4児による日常生活語の実態一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大久保　愛・川又瑠璃子
各種文章の暴挙比率　　佐竹秀雄
第4藥
　迂言的なうけみ表現　　村木新次郎
　動詞とその下接語の発達の実態
　　一男児の2歳から3歳前半まで一　　大久保　愛
　小学校低学年用国語教：科書の用語　　島村直己
　分散処理端末における簡易型エディタについて　　斎藤秀紀
第5集
　「～が　ある」の用法
　　一（あわせて）「入がある」と「入がいるAの違い一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋：太郎・屋久茂子
　雑誌九十種資料の外来語表記　　宮島達夫・高木　翠
　敬語の使い分け点　　野元菊雄
　津軽方言における単純疑問と疑問詞疑問　　沢木幹栄
　スカウト方式による用例採集法の実験について　　高梨信博
　漢字の読み書き調査の調査方法
　　一調査聞題の作成方法の検討を中心に一　　島村直己
　会話形式によるファイル管理情報の生成　　斎藤秀紀
　有形代名詞と無形代名詞
　　一一H本語とインドネシア語の比較一　　正保　勇
　日本語と外国語との照応現象に関する対照研究
　　　　　　　　上野田鶴子・正保　勇・田中　望・菱沼　透・屡向茂男
第6簗
　敬語のパネル調査から（その1）一合高点と適応点一　　野元菊雄
　促音の調音上の特徴について　　高田正治
　一児童の漢字習得　　村石昭三
　漢字コードの拡張法に紺する試案　　斎藤秀紀
　概念情報処理　　一中車史
　倒置構文に関する一考察
　　一日本語とインドネシア語との比較一　　正：保　勇
　ドイツ語挨拶表現の類型化操作について　　石弁久雄
第了集
　公文書のあて名の敬称一一一般燗人あての場合一　　杉戸清樹
　読みの眼球運動と読みの過程　　神部尚武
　小学校配当漢字外常用漢字の読み
　　一中一・，高一を対象にした口唱二二方式に
　　　　よる調査の結果から一　　島村直己
同形三二判別への仮名漢字変換処理の応用
受動構文に関する一考察
　一日本語とインドネシア語との比較一一
あるラテン譜動詞活用表　　石井久雄
第8集
　標準語オトゥサン・オカアサンの出自
斎藤秀紀
了E保　勇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺友左
『臼本書語地図譲関連意味項目の全国方雷調査　　小林　隆
児童の漢字使用一課題作文の漢字含有率から一　　島村直己
光ディスクを使用した大高日本語データの蓄積　　斎藤秀紀
話者の価値判断一その合意性と異言語への伝達の問題一　　三原鈴予
追加付加詞と追加接合詞に関する一考察
　一El本語とインドネシア詞の比較一正保　勇
第9集
　本文批判　　石井久雄
　漢字情報データベース　　斎藤秀紀
　集合型言語の確定節文法　　鑓中卓史
　異書語間伝達における結束性の移行　　西原鈴子
　述語補文について
　　一日本語とインドネシア譜の場合一　　正保　勇
　田本語における重なり語形の記述のために　　日向茂男
第鶏築
　コソアド代名詞はどんなものをさしうるか
　　一直接的な用法のばあい一　　　高橋太郎・鈴木美都代
　読みの眼球運動における一つの停留中の情報の受容範囲　　神部尚武
　ダイナミックパラトグラフィによる青森：方言の分析　　高田正治
　児童の漢字学習　一アンケート調査の結果から一　　島村直己
　キーの階層性を利用した異なる日本語データベーXの統合　　斎藤秀紀
　日本語動詞自・他の意味的対応く1）
　　一多義語における対応の欠落から一　　沼田善子
平成2年3月
国立国語研究所
〒115　東京都北区薦が丘3－9－14
　　　電話　03－9GO－3111（代表）
　　　FAX　e3－906－353e
UDC
NDC
809．　56　（082）
810．　5
本書の市販品発行所
〔〒112〕東京都文窟区関Nl－24－4－302（03）　260－5281
株式会社　秀英N叛
国立国語研究所刊行物
報審書
1）八丈島の言語調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秀英出版刊　品切れ
2）言語生活の実態一一白河市および付近の農柚こおける一一　　　　〃　　　　〃
3）現代語の助詞・助動詞一一薦法と実例一一　　　　　　　　　　〃　　　　3GgG円
4）婦人雑誌の月整理一一現代語の言繰調査一一　　　　　　　　　　　〃　　　　品切れ
5）地域社会の言語生活一一鶴岡における実態調査一一　　　　　　　〃　　　　　〃
6）三一と新聞一一小学生・申学生の新聞への接近と理解一一　　　　〃　　　　　〃
7）入門期の雷撃能力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　〃
8）談話語の実態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　〃
9）読みの実験的研究一一音読にあらわれた読みあやまりの分析一一　〃　　　　　〃
10）｛脚の読み書き能力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　〃
11）敬語と敬言吾意言哉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　〃
12）総合雑誌の用語（前編）一一現代語の言繰調査一一　　　　　　　〃　　　　　〃
13）総合雑誌の用語（後編）一一現代語の語彙調査一一　　　　　　　〃　　　　　〃
14）中学年の読み書き能力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　〃
15）明治初期の新聞の用語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　〃
16）日本方言の詑述的研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治書院刊　　〃
17）高学年の読み書き能力　　　　　　　　　　　　　　　　　　秀英出版刊　　〃
18）話しことばの文型（1）一一対話資料1こよる研究一一　　　　　　〃　　　　2060円
19）総合雑誌の用字　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　品切れ
2G）濁童謡の研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　〃
21）現代雑誌九十種の用語用字（1）一一総詑および語彙表一一　　　〃　　　　3090円
22）現代雑誌九十種の用語幣字（2）一一一漢字表一一　　　　　　　　〃　　　　3090円
23）話しことばの文型（2）一一独話資料による研究一一　一　　　　　　〃　　　　品切れ
24）横組みの寧形に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　〃
25）現代雑誌九十種の用語用字（3）一一一一分析一一　　　　　　　　〃　　　3090円
26）小学生の言語能力の発達　　　　　　　　　　　　　　　　　明治図書刊　品切れ
27）共通語化の過程一一北海道における親子三代のことば一一　　　秀英出版利　　〃
28）類義譜の研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　〃
29）戦後の国民各鶴の文字生活　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　412円
301．1）B本言語地図（1）　　　　　　　　　　　　　　　　大蔵省印刷局刊　品切れ
　　　日：本言語地wa〈1＞〈縮届i版〉　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　17510円
302．2）日本言語地図（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　品切れ
　　　臨本言語地図（2）〈縮刷版〉　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　1？51◎円
303。3）鷺本言語地図（3＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　品切れ
　　　日本言語地図（3）〈縮刷版〉　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　17510円
304．のB本言語地図（4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　品切れ
　　　臼本書語塘図（4）〈縮刷版〉　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　17510円
3G5．5）田本言語地図（5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　品切れ
　　　iヨ本言語地騒（5）〈縮瑚版〉　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　17510円
306．6）臼本言語地図（6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　品切れ
　　　臼本言語地図（6＞〈縮刷版〉　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　17510円
31）電子計算機による国語研究　　　　　　　　　　　　　　　　秀英出版刊　品切れ
32）社会構造と言語の関係についての基礎的研究（1）一一9R族語彙と社会構造一一
33）家庭iにおける子どものコミュニケーション意識　　　　　　　　〃　　　　361円
34）面子計算機による国語研究（ff）一一新聞の縮語爾字調査の処理組織一一一一　　品切れ
35）抵会構造と言語の関係についての塞礎的研究（2）一一マキ・マケと親族呼称一一
36）中学生の漢字習得に関する研究
37）電子計算機による聴聞の譜蹴調査
38）電子計算機による薪聞の語魏調査（∬）
39）竃子計算機による国語研究樋）
40）送りがな意識の調査
41）待遇表i現の実態一一松江：24時間調査資料から一一
42）電子計算機による新聞の語鯉調査（田）
43）動詞の意味・稽法の記述的研究
44）形容詞の意味・屠法の紀述的研究
45）幼児の読み：書き能力
46）電子計算機による国語研究（rv）
?????????
東京書籍刊
秀英出版罰
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6180円
4120円
4635円
721円
47）社会構造と言語の関係についての基礎的研究（3）一一性鰯繰と価値観一一
48）電子計算機による薪聞の三舞調査（IV）
49）電子計算機による国語研究（V）
50＞幼児の文構造の発達一一3歳～6歳児の場金一一
51）電子計算機による國語研究（W）
52）地域社会の密語生活一一鶴岡における2Q年前との比較一一
53）言語使用の変遷（1）一一櫨講美北部地域の面接調査一一
54）電子計算機による国議研究（綴）
55）論証語の形態論的な分析一一動詞・形容詞・述語名詞一一
56）現代新聞の漢字
5？）比喩表現の理論と油類
58）幼児の文法能力
59）電子計算機による国語研究（鴨）
??????????
東京書籍flj
秀英出版刊
60）X線硬顧資料による母音の発音の研究一一フitネーム研究序説一一
51）電子計算機による国語研究（IX＞
62）研究報告集（1）
63）児童の表現力と作文
64）各地方言親族語感1の琶活社会学的学究（1）
65）　研究報告集　（2）
66）幼児の言繍暴力
67）電子計算機による国語研究（X）
68）専門語の諸問題
69）幼児・児童の連想言繰表
70－i）大都帯の書語生活一一分析編一一
70－2）大都斎の皇籍生活一一資料編一一一
71）研究報籍集（3）
？2＞幼児・児童の概念形成と言語
？3）企業の中の敬語
？4）　研究報告集　（4）
？5）現代表記のゆれ
　tl
　’ノ
東京書籍刊
秀英出版潤
　■ノ
東京書籍刊
秀英出版干ij
　lx
東京書籍刊
三省堂脅
　lt
秀英出版刊
東束書籍刊
三省堂潤
秀英出版刊
　rx
れ
??
品
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76）高校教科審の二二調査
77）敬語と敬語意識一一岡崎における20年前との比較一一
78）環節藷教育のためのi塗本語繋：調査
？9＞研究報告集（5）
80）言語行動におけるB独比鮫
8王）高校教科書の護繰調査〈2）
82＞現代霞本語動詞のアスペクトとテンス
83）研究報皆野（6）
84）方言の諸相一一r蟹本言語地図」検証調査三管一一
85）研究報告集（7）
86）社会変化と敬語行動の標準
8？）中学校教科書の言繰調査
88）β独仏西基本語魏対照表
89）雑誌用語の変遷
90）研究報告集（8）
91）中学校教科書の言繰調査（ll）
92）談話行動の諸梅一一座談資料の分析一一一一
93）方言研究法の探索
94）研究報告集（9）
95）児童・生徒の常用漢字の習得
96）研究報告集（10）
97）方雷文法全團地図
98）児童の作文使常語繋
99）高校・申学校教科書の語彙調査分析編
　，ノ　　　　　　　　　　　　　　　　〃
三省堂刊　　　〃
秀英出版刊　6180円
　〃　　　　4326円
三章偶鰭　　品切れ
秀英出版『F彗　　5150円
　〃　　　　5150円
　〃　　　　4326円
三省堂刊　　品切れ
秀英出版刊　　〃
　〃　　　　9270円
　〃　　　　515G円
　〃　　　　8755円
　〃　　　　？210円
　〃　　　品切れ
　〃　　　　5150円
三省堂fU　　　　2884円
秀英出版刊　7210円
　〃　　　　3605円
東〕蓉ミ上襲＝曲舞干lj　　8034F［ヨ
秀英出版刊　5150円
大蔵省印刷局刊32000円
　　東京書籍fll　9800円
　　秀英出版刊　5150円
10G＞日本語の母音、子音、音va一一一調音運動の実験音声学的研究一一
王01）研究報告鋤く11）
蕩校生と薪聞
青年とマスコミュニケーション
秀英出版刊　品切れ
金沢書店干13　　　〃
論集
ことばの研究（第1－5集） 秀英出版刊　品切れ
資料集
1）国語関係刊行書冒一一昭和17年～昭和24年一一
2）語彙調査一一現代新聞用語の一例一一
3）送り仮名法資料集
の明治以降翻語学関係刊行書閣
5）沖繕吾舌寛典
6）分類語辞表
7）動詞・形容詞閣題用例集
8）現代新聞の漢等：調査（中腎報告）
9）　順潮談安選三楽鍋口口言護索弓！
10）方欝談話資料（1）
　　方雷談話資料（2＞
　　秀英出版刊
　　　xノ
　　　■ノ
　　　ノ！
大蔵省印刷局刊
　　秀英出版刊
?????
品切れ
　tt
　tl
　tl
　！ノ
1850円
1751円
品切れ
王545円
δ18e円
6180円
　　方言談話資料（3）
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OCCASIONAL　PAPERS　一11一
ISII　Hisao　：　Words　Used　by　the　Magazine　“Chuo－K6ron”　in　1988
SHIrvlAMURA　Naomi：　“Literature”　and　“Linguistics”　as　Subjects
　　　　　　Offered　at　Liberal　Arts　Colleges　of　Four　Year　Universities
AIZAWA　Masao　：　Consciousness　of　Common　Language　Use　in　Hokkido
　　　　　　A　Report　on　the　Sociolinguistic　Survey　in　Furano　and　Sapporo
SHOHO　lsamu　：　Definite　and　lndefinite　Noun－phrases　in　lndonesia，　Com－
　　　　　　pared　with　Japanese
YAMAZAKI　Makoto　：　Trends　in　Japanese　Linguistics　1953－1984
SYMPOSTUM：　The　Future　of　Japanese　Linguistics　（December　20th，
　　　　　　1988）
THE　NATIONAL　LANGUAGE　RESEARCH　INSTITUTE
　　　　　　3－9－14　NISIGAOKA，　KITA－KU，　TOKYO
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